
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施区域

事業体制

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
因島共創プロジェクト

【実施主体】因の島バス株式会社
【共創パートナー】尾道市役所（自治体）

有限会社サポート（商業）
株式会社Sakkuru（商業） 他

因島エリアの交通ネットワークの再構築（広島県尾道市）

まちづくり・買い物×交通

現路線で運行している大型バスを必要とする需要が多い時間帯
は、平日の朝夕のみであり、その他の時間帯も当該バスを走らせ
ていることで、多大な経費がかかっている。

• 既存のバス路線を維持したまま、実証実験（小型化したバスを
巡回させ、バス待ち時間の短縮化を図る。）を実施し、買い物
弱者等の諸問題を解決する。

• 交通結節点である商業施設の拠点性をより強化し、施設運営事
業者と連携して、施設の複合機能化の推進を目指す。

• 飲食施設を併設したバス待合所を整備することで、バスを待つ
時間を楽しく過ごせる拠点として活用することで、高齢者等の
外出機会の創出を図る。

需要に応じた路線網に再編し、効率的に運行をしていく必要が
あり、当該プロジェクトの実証実験結果を検証し、地域の需要に
合わせた形へ改善をしたうえで社会実装に取り組んでいく。
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